
芯材寸法
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注1) 一般地盤（施工精度23m以浅1/250, 23m以深1/200）、先行削孔地盤（施工精度23m以浅1/225, 23m以深1/175）とした条件かつ、50cm未満切捨で算出。これ以外の条件の場合は、別途地盤
調査報告書や実績に基づき判断する必要がある。

注2) 削孔軌跡による判定とは、芯材を連続挿入した場合の既挿入芯材とＳＭＷ削孔軌跡との接触による施工性を言う。（本判定は左欄に優先する）尚、芯材を隔孔に挿入した場合は判定対
象から除外する。

注3) 表記以外の部材及び芯材長、並びに2回以上のジョイントボルト建込継の場合は別途検討する。なお、芯材の継ぎ手位置は壁体としての応力集中を避ける意味で隣接芯材と同一平面上に
ならないように配置する。

注4) 表中の判定は芯材を最大5cm穴曲り側へ偏心させることを許容する条件で設定。従って、目標芯材頭部許容偏心量を5cm以下とする場合は別途検討とする。
注5) 止水性及びソイルセメント部の断面確保（フランジ面削り出し部）を考慮し、床付け深度までは芯材が孔壁内に存在することが望ましい。尚、止水性をより確実に行う場合には、2.5cm

且つLh/600以上の芯材かぶりを確保することが望ましい。
注6) 芯材選定については、設計上可能な限り施工性を考慮し、細幅または中幅系列を選定することが望ましい。
注7) 広幅極厚の芯材選定は、接合プレート・ボルト重量も大きくなるためジョイントボルト建込継時における施工方法の充分な検討を必要とする。
注8) 設計上の芯材根入長を確保するため、芯材高止まり防止長（余堀長）として、芯材下端深度+1.00ｍ以上を確保する。但し、礫の沈降が芯材の建込みに悪影響を及ぼすことが懸念される

地盤条件やシールド立坑の直接発進用の芯材に類する特殊な断面・機能を有する芯材を挿入する場合は、高止まり防止長として芯材下端深度+2.00ｍ以上を確保するなど地盤状況に応じ
た設計を行う必要がある。
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表10-2　850  SMW挿入芯材選定表（代表的な芯材例）
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